
《
第
二
十
五
回
　
東
洋
大
学
公
法
研
究
会
報
告
》

名
誉
権
の
源
流
と
現
代
に
お
け
る
保
障
の
問
題
点 

―
―
歴
史
的
考
察
を
中
心
に
―
―

始
澤
　
真
純

報
告
者　

始
澤
真
純
（
東
洋
大
学
博
士
課
程
）

報
告
題　
「
名
誉
権
の
源
流
と
現
代
に
お
け
る
保
障
の
問
題
点
―
歴
史

的
考
察
を
中
心
に
―
」

日　

時　

天
成
二
五
年
一
二
月
一
日
一
八
時
～
二
〇
時

場　

所　

東
洋
大
学
二
号
館
一
四
階
学
習
指
導
室

参
加
者　

宮
原
均
・
武
市
周
作
（
以
上
、
東
洋
大
学
）
成
瀬
ト
ー
マ
ス

誠
（
明
治
大
学
）
鈴
木
陽
子
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）

【
報
告
】

は
じ
め
に

　

日
本
法
に
お
け
る
名
誉
権
の
歴
史
的
考
察
を
行
う
こ
と
を
今
回
の
報

告
の
中
心
と
す
る
。
表
現
の
自
由
に
関
す
る
問
題
を
考
え
る
際
に
名
誉

権
に
着
目
し
、
時
代
を
遡
っ
て
現
代
法
と
比
較
し
、
こ
れ
を
支
え
る
思

想
の
在
り
方
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
名
誉
権
の
歴
史
的
伝
統
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
眼
目
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
代
の
表
現
の
自
由
と

名
誉
権
保
障
の
在
り
方
を
理
解
す
る
と
共
に
、
将
来
の
法
制
度
の
発
展

を
探
る
上
で
も
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
日

本
固
有
の
名
誉
権
保
障
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
た
の
か
を
、
古
代

か
ら
近
世
の
名
誉
権
の
歴
史
を
概
観
し
て
探
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
法
は
外
国
法
を
継
受
し
て
発
展
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
文
化
・

慣
習
・
国
民
性
は
根
強
く
残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
代
の
法
制
度

や
権
利
保
障
の
在
り
方
で
は
、
日
本
人
の
求
め
る
名
誉
権
の
保
障
を
十

分
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ

る
。
欧
米
の
名
誉
感
を
支
え
る
も
の
と
、
従
来
の
日
本
の
名
誉
感
を
支

え
て
き
た
も
の
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
、
名
誉
権
の
源

流
と
そ
の
保
障
の
歴
史
に
つ
い
て
探
り
、
日
本
の
名
誉
・
名
誉
権
に
関

す
る
問
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
ま
た
必
要
に
な
る
。
本
報
告
は
、
名

誉
に
関
す
る
具
体
的
事
例
を
遡
っ
て
紹
介
し
、
日
本
に
お
け
る
名
誉
保

護
の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

１
．「
名
誉
」
と
は
何
か

　

表
現
の
自
由
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
近
年
確
立
さ
れ
た
権
利
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
名
誉
へ
の
保
障
も
長
い
伝
統
を
も
つ
。
そ
の
歴
史

は
古
く
、
律
令
制
が
敷
か
れ
た
頃
に
は
、
既
に
非
常
に
詳
細
な
規
定
が

定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
も
そ
も
名
誉
と
は
、
漢
語
に
由
来
す
る
。
古
語
に
お
い
て
は
、

「
名
」・「
誉
」（
ほ
ま
れ
）・「
顔
」・「
面
目
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
法

的
に
名
誉
を
述
べ
る
と
、
①
内
部
的
名
誉
、
②
外
部
的
名
誉
・
評
判
、

③
名
誉
意
識
・
名
誉
感
情
、
と
区
分
さ
れ
る
。
人
格
的
内
部
価
値
で
あ

る
内
部
的
名
誉
や
名
誉
意
識
は
、
他
人
か
ら
侵
害
さ
れ
る
も
の
で
な
い
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た
め
に
法
的
保
護
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
（
最
判
昭
和
四
五
・

一
二
・
一
八
民
集
二
四
・
一
三
・
二
一
五
一
、
京
都
地
判
昭
五
〇
・
七
・

一
一
判
時
八
〇
二
・
一
〇
五
等
）。
元
来
、
名
誉
は
社
会
的
な
名
誉
を
意

味
し
て
い
た
が
、
後
に
文
化
的
・
軍
事
的
業
績
に
よ
っ
て
自
己
お
よ
び

祖
先
の
名
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
主
観
的
な
願
望
を
意
味
す
る
よ
う
に
な

る
。

２
．
古
代
か
ら
平
安
時
代

　

古
代
か
ら
平
安
に
お
い
て
は
、
道
徳
・
宗
教
と
法
律
と
が
未
分
化
の

時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
罰
す
る
も
の
に
は
犯
罪
だ
け
で
な
く
不
道

徳
な
行
為
も
含
ま
れ
た
。
当
時
の
名
誉
権
保
護
の
目
的
は
、
社
会
及
び

家
庭
内
の
秩
序
維
持
と
共
に
、
道
徳
を
浸
透
さ
せ
貫
徹
さ
せ
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
律
令
は
儒
教
道
徳
の
実
現
を
目
指
し
、
家
庭
内
に
お
い
て
も

身
分
と
序
列
が
重
視
さ
れ
、
例
え
ば
「
不
孝
」
の
処
罰
と
し
て
、「
詈

夫
。
杖
八
十
」・「
詈
祖
父
母
・
父
母　

徒
三
年
」（
闘
二
八
）
等
が
定

め
ら
れ
て
い
た
。
律
令
は
唐
律
を
模
倣
し
て
い
る
が
、
日
本
は
さ
ら
に

細
く
厳
し
い
身
分
制
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

時
代
を
経
て
平
安
時
代
に
入
る
と
、
名
誉
を
守
る
こ
と
は
道
徳
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
宗
教
的
意
味
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
名
誉

毀
損
に
当
た
る
悪
口
・
暴
言
・
侮
辱
等
は
「
呪
術
的
意
味
」
を
も
つ
も

の
と
さ
れ
非
常
に
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
落
書
や

落
書
き
等
は
、「
名
前
に
は
精
霊
が
宿
る
」
と
の
考
え
方
か
ら
匿
名
の

落
書
は
不
気
味
な
も
の
・
人
を
呪
う
も
の
と
言
う
理
由
か
ら
し
て
禁
止

さ
れ
て
い
た
。
平
安
時
代
は
前
時
代
の
儒
教
道
徳
中
心
の
法
制
度
か
ら

慣
習
法
・
成
文
法
へ
移
行
す
る
過
渡
期
で
も
あ
る
。
名
誉
毀
損
の
刑
罰

に
し
て
も
、「
祓
」・「
穢
」
と
い
う
点
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

３
．
中
世
―
―
鎌
倉
期
の
悪
口
罪
を
中
心
に

　

鎌
倉
時
代
と
は
貴
族
政
権
か
ら
武
家
政
権
へ
と
移
行
し
た
時
代
で
あ

る
。
そ
の
た
め
武
家
の
目
指
す
倫
理
観
・
道
徳
感
が
法
制
度
に
浸
透
し

た
時
代
で
あ
る
。
慣
習
法
は
武
士
の
間
の
も
の
が
中
心
と
な
り
、
当
時

の
武
士
の
道
理
と
封
建
思
想
が
法
制
度
の
基
本
精
神
を
為
し
て
い
っ

た
。
ま
た
、
現
存
す
る
当
時
の
裁
判
記
録
や
法
制
度
は
あ
く
ま
で
武
士

間
の
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
は
ま
だ
現
在
の
よ
う
な
刑
法
典
は
存
在
せ
ず
、
慣
習
法
に
頼
る

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
貞
永
元
年
に
は
名
誉
保
護
の
規
定
を
も
つ
『
御

成
敗
式
目
』（
一
二
三
二
年
）
が
制
定
さ
れ
た
。
第
一
二
条
に
お
い
て
、

「
一　

悪
口
の
咎
の
事　

右
闘
殺
の
基
は
悪
口
よ
り
起
こ
る
。
そ
の
重

き
は
流
罪
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
軽
き
は
召
し
籠
め
ら
る
べ
き
な
り
。
問

註
の
時
、
悪
口
を
吐
か
ば
、
す
な
わ
ち
論
所
を
敵
人
に
付
け
ら
れ
る
べ

き
な
り
。
ま
た
論
所
の
こ
と
、
そ
の
理
無
く
ば
、
他
の
所
領
を
没
収
せ

ら
る
べ
し
。
も
し
所
帯
無
く
ば
流
罪
に
処
せ
ら
る
べ
き
な
り
。」（
悪
口

は
争
い
の
基
と
な
る
た
め
重
い
も
の
は
流
罪
、
軽
微
な
も
の
は
拘
禁
。
法
廷

に
お
い
て
悪
口
を
言
っ
た
者
は
勝
訴
を
取
り
消
さ
れ
て
相
手
方
の
勝
訴
と
な

り
、
敗
訴
の
場
合
は
所
領
を
没
収
さ
れ
所
領
が
無
い
時
は
流
罪
に
処
せ
ら
れ

る
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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鎌
倉
期
の
名
誉
権
保
護
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
、
武
士
と
し
て

の
自
尊
心
・
名
誉
感
情
の
保
護
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
社
会
秩

序
維
持
と
道
徳
を
厳
し
く
守
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
、

封
建
道
徳
・
身
分
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
現
在
の
よ
う
に
「
名
誉

毀
損
罪
」
と
「
侮
辱
罪
」
の
明
確
な
区
別
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
名

誉
を
傷
付
け
る
不
道
徳
な
言
動
」
を
罰
し
、
名
誉
を
汚
さ
れ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
犯
さ
れ
た
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
減
刑
・
免
除
の
対
象
と
さ

れ
た
。

　

鎌
倉
期
の
裁
判
例
と
し
て
は
、
名
誉
権
に
関
す
る
も
の
、
悪
口
罪
で

問
題
に
な
っ
た
も
の
は
四
〇
件
以
上
存
在
す
る
が
、
有
罪
と
さ
れ
た
事

例
は
少
な
い
。
有
罪
と
さ
れ
た
事
例
は
、
相
手
の
身
分
を
低
く
言
っ
た

り
、
当
時
の
武
士
の
対
面
を
傷
付
け
た
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
例
え
ば
「
盲
目
」・「
乞
食
非
人
」・「
逆
罪
」・「
恩
顧
」・「
子
息
に

非
ず
」
等
で
あ
る
。
有
罪
と
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
「
非
御
家
人
」・

「
阿
礼
加
」・「
母
貝
」
等
で
あ
る
。
そ
の
場
の
感
情
に
任
せ
て
の
発
言

は
大
目
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

４
．
近
世
―
―
江
戸
の
名
誉
権
法
制

　

室
町
・
戦
国
の
世
で
は
、
武
家
の
政
権
が
続
い
て
い
た
た
め
、
鎌
倉

期
の
法
制
度
や
裁
判
制
度
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
地
の
領

主
が
独
自
の
法
を
領
民
に
発
布
し
て
い
た
の
で
、
全
国
的
な
法
の
統
一

は
江
戸
時
代
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

　

江
戸
期
の
法
制
度
の
特
徴
は
、
そ
の
効
果
が
身
分
を
問
わ
ず
及
ぶ
こ

と
で
あ
る
。
鎌
倉
期
は
、
悪
口
罪
・
名
誉
毀
損
に
関
す
る
裁
判
に
つ
い

て
、「
武
士
対
庶
民
」
の
争
訟
が
少
な
い
。
武
士
は
主
に
戦
闘
を
行

い
、
そ
れ
以
外
の
者
は
主
に
農
・
商
業
を
営
ん
で
い
た
。
武
士
の
守
る

べ
き
法
で
あ
る
御
成
敗
式
目
は
、
武
士
同
士
の
争
い
（
特
に
土
地
所
有
・

支
配
に
つ
い
て
の
在
り
方
）
を
定
め
た
も
の
な
の
で
、
武
士
身
分
と
庶

民
の
間
で
争
い
が
お
こ
っ
た
と
き
の
明
確
な
判
定
方
法
が
存
在
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
六
世
紀
か
ら
み
ら
れ
る
大
規
模
な
戦
闘
に
な
る
と
、
大
軍

の
統
率
が
重
要
と
な
り
、
軍
全
体
の
指
示
を
無
視
す
る
行
動
が
問
題
と

な
る
。
有
事
の
際
の
私
的
な
争
い
の
防
止
と
し
て
、
争
い
を
起
こ
す

「
悪
口
」
を
厳
し
く
取
り
締
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
期
に

は
身
分
制
度
が
固
定
化
し
、
武
士
は
特
別
な
階
級
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
分
国
法
や
江
戸
幕
府
の
法
に

も
、
名
誉
保
護
の
規
定
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
期
は
鎌
倉
時
代
や
戦
国
時
代
と
異
な
り
、
江
戸
幕
府
は
武
士
階

級
か
ら
町
民
ま
で
支
配
の
主
導
権
を
取
る
こ
と
に
成
功
し
た
時
代
で
あ

る
。
戦
闘
が
日
常
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
同
じ
町
内
で
生
活

し
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
増
え
る
。
庶
民
と
武
士
が
分
離
す
る
が
双

方
の
距
離
が
近
く
な
り
、
武
士
と
町
民
の
争
い
も
増
え
、
そ
の
た
め
身

分
が
異
な
っ
た
者
同
士
の
争
い
も
法
に
よ
り
裁
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
為
政
者
の
名
誉
保
護
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
と
く
に
将
軍
・
武
士
階
級
重
視
し
て
い
た
。
表
現
の
自
由
の
規

制
の
法
度
は
、
武
士
階
級
に
対
す
る
悪
評
を
防
止
す
る
も
の
で
あ
っ
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た
。
そ
し
て
当
時
の
名
誉
権
保
護
と
は
、
相
手
の
名
誉
を
傷
付
け
る
だ

け
で
な
く
、
武
士
階
級
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
自
体
禁
止
し
て
い

る
。
身
分
の
高
い
人
物
の
報
道
は
恐
れ
多
い
こ
と
で
あ
る
と
同
時
に
、

当
該
人
物
に
対
す
る
報
道
に
つ
い
て
、「
良
い
内
容
」
だ
け
で
な
く
一

切
の
意
見
や
報
道
を
罪
悪
視
し
た
。
そ
の
報
道
に
よ
り
世
論
が
形
成
さ

れ
、
良
い
報
道
も
悪
い
う
わ
さ
に
変
化
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
な
表
現
の
自
由
規
制
は
多
く
存
在
し
、
将
軍
の
政
策
に
反

す
る
書
物
な
ど
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
法
整
備
が
行
わ
れ
た
。
当
時
も

身
分
制
度
が
大
き
く
影
響
し
、
上
下
関
係
が
重
視
さ
れ
、
下
の
身
分
の

者
が
上
の
身
分
の
者
を
罵
る
場
合
の
み
有
罪
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
の
際
も
今
ま
で
と
同
様
、
主
観
的
名
誉
感
情
の
保
護
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。

５
．
明
治
期
か
ら
昭
和
に
か
け
て
―
―
大
陸
法
の
流
入
と
大
審
院
判
決

　

刑
法
や
民
法
に
お
い
て
、
名
誉
毀
損
に
関
し
て
法
が
制
定
さ
れ
る
ま

で
の
あ
い
だ
、
実
質
的
に
名
誉
権
を
保
護
し
て
い
た
の
は
讒
謗
律
（
明

治
七
年
制
定
・
施
行
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
定
め

ら
れ
た
最
初
の
法
律
で
も
あ
る
。
成
立
背
景
は
、
対
外
的
に
は
国
の
近

代
化
・
他
国
と
の
条
約
制
定
の
た
め
、
法
と
裁
判
制
度
が
整
っ
た
国
家

で
あ
る
こ
と
を
印
象
付
け
る
た
め
で
あ
り
、
対
内
的
に
は
近
代
社
会
に

お
け
る
個
人
の
尊
厳
の
保
護
を
目
指
し
て
い
た
。
八
条
か
ら
な
り
、
一

条
に
お
い
て
、「
凡
ソ
事
実
の
有
無
ヲ
論
セ
ス
人
の
栄
誉
を
害
ス
ヘ
キ

ノ
行
事
ヲ
摘
発
公
布
ス
ル
モ
ノ
之
ヲ
讒
毀
ト
ス
人
ノ
行
事
ヲ
挙
ル
ニ
非

ス
シ
テ
悪
名
ヲ
以
テ
人
に
加
ヘ
公
布
ス
ル
モ
ノ
之
ヲ
誹
謗
ト
ス
著
作
文

書
若
シ
ク
ハ
画
図
肖
像
ヲ
用
イ
展
観
シ
若
シ
ク
ハ
発
売
シ
若
シ
ク
ハ
貼

示
シ
テ
人
ヲ
讒
毀
シ
若
シ
ク
ハ
誹
謗
ス
ル
者
ハ
下
ノ
条
別
ニ
従
テ
罪
ヲ

科
ス
」
と
定
め
、
名
誉
を
毀
損
さ
れ
た
対
象
を
①
天
皇
、
②
皇
族
、
③

官
吏
の
職
務
に
関
す
る
も
の
、
④
華
士
族
・
平
民
、
と
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
罰
金
や
禁
獄
の
長
さ
が
異
な
る
。
後
二
者
に
つ
い
て
は
告
訴
を
も
っ

て
論
じ
る
と
し
て
い
た
。
藩
閥
官
僚
政
治
批
判
に
対
抗
す
る
た
め
に
、

新
聞
条
例
と
同
時
期
に
交
付
さ
れ
、
事
実
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
他
人

の
名
誉
を
傷
つ
け
る
言
論
を
処
罰
の
対
象
と
し
た
。
違
反
者
は
罰
金
二

円
以
上
千
円
以
下
、
禁
獄
五
日
以
上
三
年
以
下
と
定
め
ら
れ
（
四
条
）、

特
に
天
皇
や
官
吏
に
対
す
る
侮
辱
を
厳
し
く
罰
し
た
。
こ
の
よ
う
に
個

人
の
名
誉
権
保
障
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
実
際
は
、
明
治

政
府
が
自
由
民
権
運
動
を
弾
圧
す
る
道
具
の
一
つ
と
し
て
用
い
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
一
般
国
民
の
名
誉
保
護
よ
り
も
、
天
皇
・
皇

族
・
官
吏
の
名
誉
保
護
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
表

現
の
自
由
が
狭
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

名
誉
権
に
つ
い
て
は
明
治
憲
法
に
明
文
規
定
は
な
く
、
旧
刑
法
（
明

治
一
三
年
）
と
改
正
刑
法
（
明
治
四
〇
年
）
に
お
い
て
そ
の
保
護
が
は
か

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

旧
刑
法
に
は
名
誉
を
毀
損
す
る
言
論
を
「
悪
事
醜
行
ヲ
摘
発
シ
テ
人

ヲ
誹
毀
シ
タ
ル
者
ハ
事
実
ノ
有
無
ヲ
問
ハ
ス
左
ノ
例
ニ
照
シ
テ
処
断

ス
」（
三
八
五
条
）
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
人
物
の
社
会
的
評
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価
を
低
下
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
改
正
刑
法
に
お

い
て
は
「
公
然
ト
事
実
ヲ
摘
示
シ
人
ノ
名
誉
ヲ
毀
損
」
し
た
場
合
が
名

誉
侵
害
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
近
代
ま
で
の
日
本
で
は
名
誉
を
毀
損

す
る
言
論
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
物
の
悪
評
だ
け
で
な
く
、
そ
の
人
物

に
関
す
る
全
て
の
報
道
が
名
誉
を
毀
損
す
る
も
の
と
し
て
禁
止
さ
れ
慎

ま
れ
て
い
た
。
新
た
に
制
定
さ
れ
た
刑
法
で
は
「
名
誉
毀
損
＝
特
定
の

人
物
の
悪
評
の
公
開
」
を
処
罰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
期
の
大
審
院
の
判
断
の
特
徴
の
一
つ
は
、
外
形
的
に
は
欧
州
の

法
制
度
・
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
の

名
誉
観
を
踏
襲
し
て
い
る
（
大
審
院
判
決
明
治
二
七
・
二
・
一
四
民
録

六
四
、
大
審
院
明
治
四
一
・
三
・
三
〇
刑
録
一
四
・
三
三
一
、
大
審
院
判
決

明
治
四
四
・
六
・
八
刑
録
一
七
・
一
一
〇
二
、
大
審
院
判
昭
二
・

一
二
・
一
七
法
律
学
説
判
例
評
論
全
集
一
七
・
一
六
〇
、
大
審
院
判
昭
四
・

四
・
一
八
大
審
院
民
事
判
例
集
八
・
二
八
六
等
）。
法
制
度
の
西
洋
化
と
国

民
の
倫
理
観
と
の
間
に
軋
轢
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

更
に
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
名
誉
感
情
・
社
会
的
評
価
、
道
徳
や
倫
理

感
が
「
名
誉
毀
損
罪
」
に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
（
大
審
院
判
決

明
治
三
八
・
一
二
・
八
民
録
一
一
・
一
六
六
五
、
審
院
判
決
明
治
三
九
・
二
・

一
九
民
録
一
二
・
二
二
六
、
大
審
院
判
大
正
一
三
・
七
・
一
法
律
学
説
判
例

評
論
全
集
一
三
・
三
〇
七
等
）、
文
字
媒
体
に
よ
る
「
名
誉
侵
害
」
の
発

生
（
大
審
院
判
決
明
治
四
四
・
八
・
四
刑
録
一
七
・
一
四
八
三
、
大
審
院
判

決
明
治
四
四
・
一
〇
・
二
七
刑
録
一
七
・
一
八
〇
三
、
大
審
院
判
大
正

一
五
・
一
〇
・
三
〇
法
律
新
聞
二
六
四
二
・
九
）、
社
会
的
評
価
・
評
判
と

世
間
体
の
重
視
（
大
審
院
判
明
治
四
四
・
九
・
五
大
審
院
刑
事
判
決
録

一
七
・
一
五
二
〇
、
大
審
院
判
大
正
二
・
三
・
一
〇
大
審
院
刑
事
判
決
録

一
九
輯
三
〇
八
頁
等
）・
侮
辱
罪
と
名
誉
毀
損
罪
と
の
区
別
（
大
審
院
判

大
正
一
五
・
一
〇
・
七
法
律
新
聞
二
六
三
三
・
一
三
等
）、
⑤
真
実
性
・
公

益
性
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
示
さ
れ
こ
れ
が
現
代
と
は
異
っ
て
い
る
こ

と
、
で
あ
る
。
加
え
て
第
二
次
大
戦
後
に
至
る
ま
で
、
表
現
の
自
由
の

保
障
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
た
。
言
論
の
自
由
を

承
認
す
る
こ
と
は
、
国
民
に
よ
る
共
産
主
義
、
共
和
制
の
主
張
を
許
す

こ
と
に
な
り
、
天
皇
制
廃
止
の
主
張
が
浸
透
す
れ
ば
、
国
体
の
根
本
を

揺
る
が
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
で
あ
る
。

ま
と
め

　

日
本
に
お
け
る
名
誉
の
形
成
と
名
誉
権
の
保
障
の
歴
史
は
表
現
の
自

由
の
主
張
よ
り
も
遥
か
に
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
古
代
か
ら
現
在
に
か

け
て
そ
の
保
障
の
在
り
方
と
観
念
は
変
化
し
て
く
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら

は
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
非
常
に
特
異
な
も
の
だ
と
い
え
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
現
在
で
も
名
誉
権
そ
の
も
の
に
着
目
し
、
歴
史
的
に
ま
と
め

た
研
究
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
発
表
に
お
い
て
は
、
最
初
に
古
代
か

ら
近
世
に
か
け
て
の
事
例
を
概
観
し
た
。
今
後
は
、
表
現
の
自
由
を
論

じ
な
が
ら
、
名
誉
権
と
の
関
わ
り
を
述
べ
、
現
代
に
お
け
る
表
現
と
名

誉
の
調
整
点
を
明
ら
か
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
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【
質
疑
応
答
】

出
席
者
①
：
ま
ず
、
刑
法
二
三
〇
条
の
二
に
つ
い
て
、
事
実
の
公
共
性

と
目
的
の
公
共
性
の
問
題
が
非
常
に
重
要
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
、
と
報

告
に
あ
り
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
こ
の
二
つ
の
要
件
よ
り
も
真
実
性
の
証

明
が
難
し
い
の
で
は
？

報
告
者
：
御
指
摘
の
よ
う
に
、
一
番
は
真
実
性
の
要
件
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
に
入
る
前
段
階
と
し
て
も
、
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
二
つ
の
要
件
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

出
席
者
②
：
日
本
に
お
い
て
は
主
観
的
名
誉
感
情
を
重
ん
じ
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
で
し
ょ
う
か
。

報
告
者
：
伝
統
的
な
日
本
的
名
誉
に
も
う
少
し
着
目
し
、
実
際
の
裁
判

な
ど
で
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
ド
・
体
面
を
重
ん
じ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
す
。

出
席
者
③
：
報
告
か
ら
は
、
日
本
の
名
誉
権
は
西
洋
の
も
の
と
違
う

と
、
こ
こ
を
非
常
に
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
西
洋
的
な
名
誉
権
の

検
討
は
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
点
に
は

触
れ
な
い
の
で
す
か
？

報
告
者
：
今
回
の
報
告
で
は
触
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

出
席
者
③
：
具
体
的
に
ど
こ
が
違
う
の
か
を
示
し
、
そ
の
上
で
比
較
し

な
い
と
西
洋
と
違
う
、
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
？

報
告
者
：
現
代
の
法
体
系
は
、
民
法
・
刑
法
に
限
ら
ず
、
西
洋
の
影
響

が
強
い
と
思
い
ま
す
。
現
代
の
法
体
系
と
の
関
連
と
影
響
か
ら
西
洋
の

在
り
方
を
掴
め
ま
す
。
時
代
時
代
に
西
洋
法
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
た
の
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
事
例
は
検
討
し
ま
せ
ん

で
し
た
。

出
席
者
③
：
成
立
過
程
、
特
に
憲
法
な
り
明
治
憲
法
な
り
、
制
定
過
程

を
見
る
と
結
構
西
洋
の
影
響
は
具
体
的
に
見
え
て
く
る
と
思
う
の
で
す

け
ど
、
そ
う
い
っ
た
点
に
着
目
す
る
ご
予
定
は
？

報
告
者
：
そ
の
点
に
は
注
目
し
ま
す
。

出
席
者
②
：
今
の
と
こ
ろ
を
御
指
摘
に
な
り
ま
せ
ん
と
、
報
告
の
中
間

部
と
ま
と
め
と
の
繋
が
り
を
ど
う
説
得
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
、
欧
米
の
制
度
に
な
っ
た
か
ら
、
欧
米
の
在
り
方
に
な
っ
た
と
い
う

証
明
に
な
ら
な
い
で
す
。
そ
こ
は
あ
る
程
度
、
制
定
過
程
は
す
ご
く
大

事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

出
席
者
③
：
制
度
と
現
実
の
ず
れ
、
認
識
の
ず
れ
、
と
い
う
の
も
あ
り

ま
し
て
、
司
法
権
は
英
米
型
に
な
っ
た
と
し
て
も
運
用
上
は
大
陸
法
的

な
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
と
。
そ
う
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
本
当
に
日

本
の
判
例
は
ど
こ
ま
で
西
洋
化
し
た
考
え
な
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て

も
や
は
り
検
討
が
必
要
な
の
か
な
と
、
感
じ
ま
し
た
。

出
席
者
①
：
本
報
告
で
は
、
古
代
・
中
世
、
そ
れ
か
ら
近
世
を
通
し
て

細
か
い
事
例
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
の
名
誉
観
、
つ
ま
り
古

代
か
ら
の
伝
統
的
な
名
誉
観
が
主
観
的
な
感
情
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
私
に
は
ど
う
も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
個
々
の
事

例
は
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
分
析
し
、
日
本
に
お
い
て
主
観
的

な
感
情
論
に
基
づ
く
名
誉
観
が
重
視
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
指
摘
が
十

分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
よ
う
な
押
さ
え
が
あ
っ
て
初
め
て
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欧
米
と
の
名
誉
毀
損
と
の
違
い
と
言
う
話
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
と
あ
と
、
話
が
ど
う
も
散
ら
か
っ
て
く
る
。
焦
点
を
絞
っ
て
日
本
人

の
伝
統
的
な
名
誉
観
は
、
ど
の
よ
う
な
沿
革
に
よ
り
、
い
か
な
る
も
の

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
事
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
詳
細
に
注

は
つ
い
て
い
ま
す
が
、
肝
心
の
本
文
に
対
す
る
注
は
不
十
分
で
す
。

出
席
者
②
：
法
制
史
の
資
料
の
ま
と
め
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
出

席
者
①
の
言
う
通
り
、
資
料
が
次
か
ら
次
に
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
原

文
を
読
み
込
ん
で
資
料
を
最
初
に
載
せ
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
と
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
」
は
分
け
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
裁
判

で
も
主
張
で
き
る
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で

す
が
、
こ
の
発
表
を
ず
っ
と
伺
っ
て
い
る
と
、「
名
誉
」
と
「
名
誉

権
」
の
話
が
ご
っ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
最
初
は
「
名

誉
」
の
話
が
あ
っ
て
、「
名
誉
権
」
と
い
っ
た
時
点
で
西
洋
化
さ
れ
た

か
ら
、
現
在
の
も
の
と
上
手
く
合
わ
な
い
と
い
う
指
摘
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
使
い
分
け
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ど
こ
か
で
こ
の

場
合
は
こ
う
使
う
と
言
う
定
義
を
付
け
て
お
か
な
い
と
混
乱
す
る
よ
う

な
気
も
し
ま
す
。

出
席
者
③
：
表
現
の
自
由
の
問
題
で
、
内
面
と
外
面
、
ど
こ
で
区
切
り

を
つ
け
る
の
か
が
厄
介
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
主
観
的
名
誉
の
保

護
・
社
会
的
名
誉
の
保
護
の
区
分
け
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
綺
麗
に
二
分

で
き
る
の
か
そ
れ
を
明
確
に
示
さ
れ
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
報
告
の
中
で
は
日
本
と
西
洋
と
は
違
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
比
較
を
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
し
た
ら
伝
統
的
日
本
の

考
え
方
と
現
代
の
日
本
を
比
較
し
て
、
過
去
と
現
在
と
の
比
較
し
、
西

洋
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
き
た
か
を
述
べ
る
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
ほ
う
が
す
っ
き
り
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
中
世

の
名
誉
観
の
背
景
と
し
て
、
封
建
制
や
身
分
制
が
挙
が
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
現
代
で
は
使
え
な
い
、
し
か
し
こ
れ
が
日
本
の
名
誉
観
の

核
心
に
あ
る
と
い
う
、
そ
れ
が
時
代
の
制
約
を
超
え
て
大
事
な
ん
だ
と

い
う
、
ま
だ
分
析
を
さ
れ
て
な
い
点
を
強
調
さ
れ
る
と
い
い
か
と
思
い

ま
す
。

出
席
者
①
：
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
こ
の
辺
に
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
し
ざ
わ
・
ま
す
み　

東
洋
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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